
夏のごあいさつ夏のごあいさつ

夏がやってきました。今年は空梅雨かと思えば集中豪雨があったり、新潟県や福井県では関の夏がやってきました。今年は空梅雨かと思えば集中豪雨があったり、新潟県や福井県では関の

決壊により多くの被害が出ているようです。被災地では死者も出ているようで、あらためて自然決壊により多くの被害が出ているようです。被災地では死者も出ているようで、あらためて自然
の恐ろしさを知ることとなりました。の恐ろしさを知ることとなりました。

さあ、これから夏本番です。今年もまた我が近藤内科病院に阿波踊り「ほんま連」さんに踊りさあ、これから夏本番です。今年もまた我が近藤内科病院に阿波踊り「ほんま連」さんに踊り
に来て頂けることになりました。１階から３階まで練り踊ってくれると思います。患者様もスに来て頂けることになりました。１階から３階まで練り踊ってくれると思います。患者様もス
タッフもやっぱり阿波っこ。よしこのを聞くと体が勝手に動くようです。また、恒例の勝浦川花タッフもやっぱり阿波っこ。よしこのを聞くと体が勝手に動くようです。また、恒例の勝浦川花
火大会も開催する予定です。これは近隣の病院と共同出資致しまして毎年催しているもので、楽火大会も開催する予定です。これは近隣の病院と共同出資致しまして毎年催しているもので、楽
しみにされている方も多いと思います。近藤内科病院の駐車場や病室からも大輪が見えると評判しみにされている方も多いと思います。近藤内科病院の駐車場や病室からも大輪が見えると評判
です。です。

これからどんどん気温が上がり夏ばて、熱中症など夏特有の体調変化があると思います。水分これからどんどん気温が上がり夏ばて、熱中症など夏特有の体調変化があると思います。水分
管理、クーラーの点けすぎなどには十分注意して、体調を崩さないように自己管理をしてこの夏管理、クーラーの点けすぎなどには十分注意して、体調を崩さないように自己管理をしてこの夏
を乗り切って下さいね。を乗り切って下さいね。

第第1212回徳島医学会賞受賞回徳島医学会賞受賞

このたび近藤内科病院緩和ケア病棟長荒瀬友子医師が第12回徳島医学会賞を受賞しました。

発表テーマは
「ホスピス徳島」における末期癌患者の傍腫瘍性神経症候群の発生頻度とその臨床的意義
です。

医療関係者の方は興味があれば四国医学雑誌に掲載される予定です。ぜひ一度ご覧になって見て下さい。

傍腫瘍性神経症候群は緩和ケアの患者様によく見られる症候群の一つです。その具体的症状や診断に至るまでの過程、
症候群に対して当病棟でどのようにアプローチしたかという内容です。

患者・ご家族様にとって何よりの不安が診断がつかないということだと思います。どんな難病であれ患者様はまず

診断を望みます。診断がつかないと今後の不安は決して癒えません。自分はどうなるのか、今どうすればいいのかが
分からないことほど不安なことはありません。この傍腫瘍性神経症候群は様々な症状を引き起こします。不可解な症
状に対する診断のお役に立てれば幸いかと存じます。

各科だより各科だより 急性期内科病棟急性期内科病棟

ここ２階急性期内科病棟では看護師１４名、看護助手１名が皆

様のお世話をさせて頂いております。
急性期内科病棟ではさまざまな疾患の患者様が入院されてい

ます。糖尿病に始まり肝臓疾患、肺炎、脳梗塞、心臓病など本当
に多岐にわたっています。患者様はもとより、ご家族様も皆各々
に苦しまれ、一日も早く良くなりたい、良くなって欲しいと願って
おられます。
ですから私たちは常に患者様やそのご家族の立場に立ち、思

いやりのある看護ができるように努めております。 そのために、

患者様やそのご家族様のご希望やご意見など、ニーズを傾聴し、
理解して個別的な看護ができるように心掛けていくつもりです。
今後ともスタッフ全員頑張っていきたいと思っておりますのでこ

れからもどうぞよろしくお願いいたします。

２F急性期内科病棟看護師の皆さん



近藤内科病院院是

私たちは医療技術と心を磨き、患者の皆様が常に最良の医療が受けられるように全力を尽くします。

・ 命の質（QOL)を高める医療 ・ 患者、家族の皆様に安心して頂ける医療 ・ 職員が楽しく働ける医療 ・ 社会の進歩に貢献できる医療

今回の特集今回の特集 病院の業界用語集病院の業界用語集 medical key wordmedical key word

どの世界にもそこでしか通じない業界用語と言うものがあります。普段病院のスタッフが何気なく使っている会話

の中に実は一般の方々には通じない特殊な用語がたくさん使われています。病院をテーマにしたテレビドラマでも、
今のは何のこと？と思うことはありませんか？今回はその用語のいくつかを紹介してみたいと思います。

護部門護部門

生食（せいしょく）
＝生理的食塩水
人間の血液に一番近い濃度の
液体のことです。言うなれば塩
水です。濃度は0.9％です。

点滴などで皆さんの体の中にも
入っていっております。

病説（びょうせつ）
＝病状説明
患者様、ご家族を交えて現在の病状を
医師が説明することです。「先生、○○
さん18時から病説の予定です」という

ように使っています。

バイタル＝バイタルサイン
体温・脈拍・血圧などの数値は直接に生命に
関わってきます。これをバイタルサインといい
ます。この数値が安定しているか否かはその
人の様態を反映するのです。「先生、患者さ
んの様態が急変しました！」『バイタル
は！？』
これが看護師さんとドクターの会話例です。

■ 阿波踊り「ほんま連」さん来院

information
8月12日（火）例年のごとくほんま連さんが近藤内科病院に来院され、踊りを披露して下さいます。毎年恒例となり、
スタッフ一同心待ちにしております。踊り始めは１５：００～となっております。ぜひ皆様もご来院下さいませ。

■ 勝浦川花火大会

これまた恒例の勝浦川花火大会が8月20日（金）に行われます。これは近隣の病院が協力いたしまして投資し、花火

を打ち上げているのです。近藤内科の駐車場からも東の空によく見えます。今年もお楽しみに！

■ 健康教室
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分包（ぶんぽう）
同じ用法で服用する数種類の
薬があるときに違う薬であって
も一つの袋に入れてのみ忘れ
を防ぐ方法の一つです。

レセプト
＝診療報酬明細書
皆さんの診療はすべて点数方式になって
おりレントゲン1枚○点、注射1本○点とい

うふうに決まっています。それによって治療
費が決まってきます。点数明細のことをレ
セプトとよんでいます。

温卵（おんたま）＝温泉卵
栄養部ではこう呼んでいるそうです。
ちなみにのりの佃煮はのりつく、減塩
味噌は減みそ、グリーンピースはGP
だそうです。

Ｘ－Ｐ（ｴｯｸｽ･ﾋﾟｰ）
＝レントゲンフィルム
X ｒａｙ ｐｒｉｎｔ （直訳＝X線写真）

の略です。会話の中ではあまり使
いませんがよくカルテに書いてあ
るのを目にします。

ＭＳＷ（ｴﾑ･ｴｽ･ﾀﾞﾌﾞﾘｭ）
ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｶｰの略です。
我が病院にもＭＳＷがいます。病院と
社会の橋渡しとなるべく皆様の相談に
応じています。

EKG（ｴｰ･ｶｰ･ｹﾞｰ）＝心電図
ｴｰ･ｶｰ･ｹﾞｰと読むのはドイツ語読みです。
昔はドイツが医療先進国で皆ドイツで医
学を学んでいました。その名残です。
最近は英語読みでECGといっています。
Electronic Cardiac Gｌａｐｈｙ の略です。

教授
大学病院ではその科のトップは教授
です。白い巨塔の財前教授は第一外
科のトップです。しかし大学病院以外
の病院では教授という呼び名はありま
せん。病院によっても違いはあるよう
ですが部長・科長などと呼ぶのが一般
的でしょうか。

BS(ﾋﾞｰ･ｴｽ）＝血糖
これは我が病院では日常会話に等
しい頻度で出てきます。
Blood Sugar の略です。
Blood Glucose （BG) ということもあ
ります。特に空腹時血糖をFBS,食
後血糖をPBSとよんでいます。

アッペ＝盲腸
「あの患者さんは１０年前にアッペを
やってるみたいだ。」これは盲腸の手術
をしたことがあるという意味です。最近
は薬が進歩して盲腸で手術ということが
少なくなってきたようですが、昔は外科
に入ってのはじめの手術といえばアッペ
でした。

８月２８日（土） １２：３０～ 管理栄養士、看護師による 「食生活で気をつけて頂くこと」

初心者を対象とした糖尿病の食事指導となっております。
先着１２名様、一人５００円の自己負担となっております。詳細は受付まで。


